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16は
じ
め
に

　

仕
事
が
求
職
者
の
職
業
適
性
に
合
っ
て
い

る
か
ど
う
か
と
い
う
観
点
か
ら
職
業
選
択
を

考
え
る
と
す
れ
ば
、
通
常
、
能
力
と
興
味
の

評
価
を
行
う
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か

し
、
職
業
経
験
の
あ
る
中
高
年
齢
者
の
再
就

職
の
場
合
に
は
、
過
去
の
就
業
経
験
や
家
庭

生
活
、
経
済
的
な
状
況
な
ど
の
生
活
設
計
に

関
わ
る
要
素
が
若
年
者
に
比
べ
て
重
み
を
も

ち
、
必
ず
し
も
能
力
や
興
味
の
レ
ベ
ル
だ
け

を
考
慮
し
て
仕
事
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い

ケ
ー
ス
も
多
い
。
そ
こ
で
、
中
高
年
齢
者
の

就
職
を
考
え
る
時
に
は
、
仕
事
選
び
に
関
し

て
求
職
者
が
ど
の
よ
う
な
働
き
方
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
の
か
、
具
体
的
に
は
ど
ん
な

条
件
を
重
視
し
て
い
る
の
か
な
ど
、
職
業
選

択
や
キ
ャ
リ
ア
設
計
に
関
連
し
て
形
成
さ
れ

て
い
る
基
本
的
な
考
え
方
を
理
解
す
る
こ
と

が
大
き
な
手
が
か
り
に
な
る
。

　

仕
事
を
選
ぶ
時
に
重
視
す
る
条
件
や
働
き

方
の
希
望
な
ど
は
、
生
活
全
般
の
中
で
仕
事

や
働
き
方
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
に

関
連
し
て
形
成
さ
れ
た
労
働
や
働
き
方
に
関

す
る
価
値
観
の
一
部
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
価
値
観
を
評
価
す
る
尺
度
は
過

去
に
も
い
ろ
い
ろ
開
発
さ
れ
て
い
る
が
、
中

高
年
齢
者
に
関
す
る
価
値
観
を
調
べ
る
た
め

の
尺
度
の
一
つ
と
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

よ
る
キ
ャ
リ
ア
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
、

「
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
Ｍ
Ｃ(M

id 
C
areer)

」
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
「
価
値

観
評
価
」（
左
下
の
画
像
）
が
あ
る
。

　
「
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
Ｍ
Ｃ
」
は
、

主
に
三
五
歳
以
上
で
就
業
経
験
の
あ
る
層

（
ミ
ッ
ド
・
キ
ャ
リ
ア
と
定
義
）
を
対
象
と

し
て
職
業
選
択
や
キ
ャ
リ
ア
選
択
を
支
援
す

る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
。
シ
ス
テ
ム
は
二
〇

〇
七
年
三
月
に
完
成
し
、
現
在
、
公
的
な
職

業
相
談
機
関
を
中
心
と
し
て
活

用
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

（
室
山
、
二
〇
〇
六
、
ニ
〇
〇

七
）。
本
稿
で
は
、
シ
ス
テ
ム

開
発
に
あ
た
っ
て
実
施
し
た
調

査
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
職
業
選

択
の
際
に
重
視
す
る
条
件
や
希

望
す
る
働
き
方
な
ど
を
分
析
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
職
業
選
択

に
関
わ
る
価
値
観
か
ら
み
た
中

高
年
齢
者
の
特
徴
を
男
女
差
や

年
齢
に
よ
る
違
い
な
ど
を
含
め

て
考
え
て
み
た
い（
注
）。

調
査
の
概
要

（
1
）
目
的
と
対
象
者

　

こ
の
調
査
は
、「
キ
ャ
リ
ア
・

イ
ン
サ
イ
ト
Ｍ
Ｃ
」
の
開
発
の

た
め
、
シ
ス
テ
ム
の
中
に
組
み

込
む
四
つ
の
適
性
評
価
尺
度
の
基
準
を
作
成

す
る
目
的
で
実
施
さ
れ
た
。
大
都
市
圏
に
在

住
の
三
〇
歳
代
か
ら
六
〇
歳
代
の
男
女
で
、

在
職
中
も
し
く
は
過
去
に
職
歴
が
あ
り
、
現

在
求
職
中
の
者
と
い
う
条
件
で
対
象
を
選
定

し
た
。

（
2
）
調
査
方
法　

　

調
査
は
調
査
票
の
郵
送
に
よ
っ
て
実
施
し

た
。
回
収
は
二
一
三
七
件
（
男
一
〇
一
八
、

女
一
〇
九
三
、
不
明
二
六
）
と
な
っ
た
。
年

代
別
内
訳
は
、
三
〇
歳
代
五
九
八
人
、
四
〇

歳
代
六
一
七
人
、
五
〇
歳
代
六
七
一
人
、
六

〇
歳
代
二
二
四
人
で
あ
る
。

（
3
）
調
査
票
の
構
成　

　

調
査
票
は
、
適
性
評
価
と
し
て
、
能
力
、

興
味
、
価
値
観
、
行
動
特
性
を
測
定
す
る
尺

度
、
回
答
者
の
現
在
の
状
況
や
こ
れ
ま
で
の

働
き
方
、
今
後
の
働
き
方
に
つ
い
て
の
希
望

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
構
成
さ
れ
て

い
る
。
以
下
に
、
価
値
観
評
価
と
ア
ン
ケ
ー

ト
に
対
す
る
回
答
を
分
析
し
た
結
果
を
紹
介

す
る
。

調
査
の
結
果

（
1
）
職
業
選
択
の
際
に
重
視
す
る
条
件

　

価
値
観
評
価
で
は
、
最
初
に
、
仕
事
を
選

ぶ
時
の
条
件
と
し
て
用
意
さ
れ
た
二
五
項
目

図表 1 ●価値観評価のプロフィール

図表 2●男女別にみた仕事、会社、環境重視の平均値の年代間比較

職
業
選
択

職
業
選
択
のの
条
件
条
件
とと
希
望
希
望
す
る
す
る
働働
きき
方方
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に
対
し
、
重
視
の
度
合
い
を
「
非
常
に
重
視

す
る
」
か
ら
「
全
く
重
視
し
な
い
」
ま
で
五

段
階
で
評
価
さ
せ
る
。
尺
度
は
、「
仕
事
重
視

（
一
二
項
目
）」、「
会
社
重
視（
八
項
目
）」、「
環

境
重
視
（
五
項
目
）」
と
い
う
三
つ
の
因
子

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
仕
事
重
視
」
は
、

仕
事
を
選
ぶ
と
き
に
職
務
の
内
容
や
や
り
が

い
を
重
視
す
る
因
子
、「
会
社
重
視
」
は
、
会

社
の
知
名
度
や
賃
金
な
ど
を
重
視
す
る
因
子
、

「
環
境
重
視
」
は
職
場
環
境
や
福
利
厚
生
の

充
実
な
ど
を
重
視
す
る
因
子
で
あ
る
。「
キ

ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
Ｍ
Ｃ
」
の
シ
ス
テ
ム

を
使
っ
た
場
合
に
は
、
画
面
上
、
因
子
毎
に

ま
と
め
ら
れ
た
個
別
項
目
へ
の
重
視
度
が
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
の
形
で
表
示
さ
れ
る（
図
表
1
）。

　

調
査
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
三
つ
の
因
子
別

の
平
均
値
を
算
出
し
た
。
得
点
は
一
点
〜
五

点
で
採
点
し
、
五
に
近
い
ほ
ど
重
視
す
る
度

合
い
が
高
い
。
重
視
す
る
要
因
の
平
均
値
に

関
し
て
、
男
女
や
年
代
に
よ
る
違
い
が
見
ら

れ
た
た
め
、
男
女
別
、
年
代
別
に
グ
ラ
フ
化

し
た
も
の
が
図
表
2
で
あ
る
。

　

こ
の
図
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
男
性
と

女
性
で
は
重
視
度
の
高
い
因
子
が
異
な
る
。

女
性
は
男
性
に
比
べ
て
す
べ
て
の
年
齢
に
お

い
て
「
環
境
重
視
」
が
高
い
点
が
特
徴
で
あ

る
。
特
に
子
育
て
の
時
期
に
あ
る
三
〇
歳
代

の
女
性
の
「
環
境
重
視
」
が
高
い
。
た
だ
、

子
育
て
が
一
段
落
し
つ
つ
あ
る
四
〇
歳
代
以

降
も
「
環
境
重
視
」
は
他
の
因
子
よ
り
も
高

く
、
女
性
が
仕
事
を
選
ぶ
と
き
に
環
境
の
条

件
を
特
に
重
視
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、

「
仕
事
重
視
」、「
会
社
重
視
」
は
年
代
と
と

も
に
わ
ず
か
に
増
加
傾
向
を
示
す
が
そ
れ
ほ

ど
大
き
な
変
化
は
な
い
。「
会
社
重
視
」
は

三
つ
の
因
子
の
中
で
ど
の
年
代
で
も
最
も
低

い
。
男
性
の
場
合
は
、
三
〇
歳
代
で
は
ど
の

因
子
の
重
視
度
も
同
程
度
で
あ
る
が
、「
環
境

重
視
」
は
年
代
と
と
も
に
低
く
な
る
。
男
性

は
ど
の
年
代
で
も
「
環
境
重
視
」
は
一
番
低

く
、
年
代
が
上
に
な
る
ほ
ど
「
仕
事
重
視
」

に
な
る
。
グ
ラ
フ
の
形
を
見
る
と
、
男
性
も

女
性
も
三
〇
歳
代
と
、
中
高
年
齢
者
と
い
わ

れ
る
年
代
に
入
る
四
〇
歳
代
か
ら
は
重
視
す

る
条
件
の
傾
向
が
変
わ
っ
て
く
る
よ
う
だ
。

（
2
）「
今
後
、
希
望
す
る
働
き
方
」
の
年

代
別
男
女
別
の
比
較

「
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
Ｍ
Ｃ
」
の
価

値
観
評
価
で
は
、
重
視
す
る
条
件
を
評
定
さ

せ
た
後
に
、「
今
後
、
希
望
す
る
働
き
方
」
を

選
択
さ
せ
る
項
目
が
あ
る
。
調
査
で
は
、
こ

の
項
目
は
調
査
票
の
最
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

中
に
独
立
し
た
項
目
と
し
て
用
意
し
、
回
答

さ
せ
た
。
選
択
肢
に
は
、「
一
つ
の
会
社
で
で

き
る
だ
け
長
く
働
く
」、「
状
況
に
応
じ
て
転

職
す
る
な
ど
複
数
の
会
社
を
経
験
す
る
」、

「
自
営
す
る
か
独
立
す
る
」、「
就
職
し
な
い

で
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト
で
働
く
」、「
働
く

必
要
が
な
く
な
っ
た
ら
仕
事
を
辞
め
る
」、

「
特
に
働
き
た
い
と
は
思
わ
な
い
」
と
い
う

六
つ
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
自
分
の
気
持
ち

に
最
も
あ
て
は
ま
る
も
の
一
つ
を
選
択
さ
せ

た
。

　

男
女
別
、
年
代
別
に
各
項
目
の
選
択
率
を

グ
ラ
フ
に
ま
と
め
た
も
の
が
図
表
3
で
あ
る
。

職
業
を
選
択
す
る
と
き
に
重
視
す
る
条
件
と

同
じ
く
、
男
性
と
女
性
と
で
は
回
答
が
大
き

く
異
な
っ
て
い
る
。
男
性
と
女
性
で
大
き
く

違
う
の
は
、「
自
営
す
る
か
独
立
す
る
」
と
い

う
選
択
肢
で
、
ど
の
年
代
で
も
男
性
の
方
が

女
性
よ
り
も
高
い
。
男
性
の
場
合
、
こ
の
働

き
方
は
年
代
を
問
わ
ず
ほ
ぼ
横
ば
い
で
、
二

〇
〜
二
五
％
程
度
の
選
択
率
で
あ
る
。
ど
の

年
代
で
も
女
性
の
方
が
男
性
よ
り
も
高
い
項

目
と
し
て
は
「
就
職
し
な
い
で
ア
ル
バ
イ
ト

や
パ
ー
ト
で
働
く
」
が
あ
る
。
た
だ
、
男
性

で
は
「
就
職
し
な
い
で
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー

ト
で
働
く
」
と
い
う
回
答
は
、
そ
れ
ま
で
は

ほ
ぼ
数
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
も
の
が
、
六

〇
歳
代
に
な
る
と
一
〇
％
程
度
に
増
え
る
。

　

男
女
問
わ
ず
、
年
代
と
と
も
に
選
択
率
が

低
く
な
る
の
は
、「
複
数
の
会
社
を
経
験
」
と

い
う
項
目
で
あ
る
。「
一
つ
の
会
社
で
継
続
」

も
、
男
性
の
四
〇
歳
代
で
は
少
し
高
く
な
る

も
の
の
男
女
と
も
年
代
が
高
く
な
る
と
選
択

率
が
少
な
く
な
る
。
一
方
で
、
選
択
率
が
高

く
な
る
項
目
と
し
て
、
男
性
で
は
「
働
く
必

要
が
な
く
な
っ
た
ら
仕
事
を
辞
め
る
」
が
あ

る
。
こ
れ
は
年
代
と
と
も
に
選
択
率
が
高
く

な
り
、
五
〇
歳
代
、
六
〇
歳
代
で
は
女
性
の

割
合
を
上
回
る
。
女
性
で
は
「
就
職
し
な
い

で
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト
で
働
く
」
が
年
代

と
と
も
に
高
く
な
り
、
五
〇
歳
代
、
六
〇
歳

代
で
は
他
の
働
き
方
の
選
択
率
を
上
回
る
。

男
性
で
は
六
〇
歳
代
に
な
っ
た
ら
リ
タ
イ
ア

を
考
え
る
人
が
多
い
が
、
女
性
は
非
正
規
の

仕
事
で
ま
だ
ま
だ
働
き
た
い
と
い
う
人
が
多

く
な
る
よ
う
だ
。

（
3
）
重
視
す
る
条
件
と
働
き
方
の
関
係

　

職
業
選
択
の
時
に
重
視
す
る
条
件
と
し
て

の
三
つ
の
因
子（「
仕
事
重
視
」、「
会
社
重
視
」、

「
環
境
重
視
」）
の
平
均
値
を
希
望
す
る
働

き
方
別
、
男
女
別
に
算
出
し
た
（
図
表
4
）。

年
代
別
に
集
計
す
る
と
各
グ
ル
ー
プ
の
人
数

図表 3 ●男女別、年代別に見た希望する働き方の選択（％）
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が
か
な
り
細
分
化
さ
れ
る
の
で
年
代
は
こ
み

に
し
た
。
ま
た
、「
特
に
働
き
た
い
と
は
思
わ

な
い
」
と
い
う
選
択
肢
は
数
人
し
か
選
ば
な

か
っ
た
の
で
、「
働
く
必
要
が
な
く
な
っ
た
ら

仕
事
を
辞
め
る
」
の
回
答
者
と
あ
わ
せ
た
。

希
望
す
る
働
き
方
に
よ
っ
て
重
視
す
る
因
子

が
ど
の
よ
う
に
違
う
の
か
を
検
討
す
る
た
め
、

働
き
方
別
に
三
つ
の
因
子
の
平
均
値
を
統
計

の
手
法
で
検
定
し
た
結
果
を
図
表
5
に
示
す
。

　

図
表
4
と
図
表
5
に
基
づ
い
て
、
三
つ
の

因
子
の
平
均
値
と
希
望
す
る
働
き
方
と
の
関

連
を
男
女
別
に
み
て
み
よ
う
。
男
性
で
は
、

「
一
つ
の
会
社
で
継
続
」
を
選
ん
だ
者
は
、

最
も
「
会
社
重
視
」
で
あ
る
。
継
続
す
る
た

め
の
条
件
と
し
て
会
社
の
規
模
や
安
定
性
が

目
安
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。「
複
数
の
会

社
を
経
験
」
及
び
「
自
営
か
独
立
」
を
選
ん

だ
男
性
の
場
合
は
、「
仕
事
」
の
重
視
度
が
高

い
。
男
性
の
場
合
、
全
般
に
「
仕
事
重
視
」

傾
向
が
強
い
が
、「
自
営
か
独
立
」
を
選
ん
だ

者
の
平
均
値
は
全
て
の
働
き
方
の
中
で
最
も

高
か
っ
た
。
ま
た
、
男
性
で
「
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
」
を
選
ん
だ
者
は
少
な
く
、
明
確

な
有
意
差
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、「
仕
事
」

と
「
環
境
」
が
同
程
度
に
高
く
、「
会
社
」
の

重
視
度
は
低
め
で
あ
っ
た
。「
必
要
な
く
な

っ
た
ら
辞
め
る
／
特
に
働
き
た
く
な
い
」
は
、

重
視
す
る
因
子
に
特
に
目
立
っ
た
差
が
な
か

っ
た
。

　

女
性
は
、
概
ね
「
環
境
重
視
」
の
傾
向
を

示
す
。
そ
の
中
で
「
一
つ
の
会
社
で
継
続
」

を
選
ぶ
者
は
「
仕
事
」
よ
り
も
「
会
社
」
に

関
す
る
条
件
を
重
視
す
る
。
こ
れ
は
男
性
と

同
じ
傾
向
で
あ
る
。
他
の
働
き
方
を
選
ぶ
者

は
「
会
社
」
の
重
視
度
は
三
つ
の
因
子
の
中

で
一
番
低
い
。「
仕
事
重
視
」
の
傾
向
が
強

い
の
は
「
自
営
か
独
立
」
の
働
き
方
を
選
択

し
た
者
で
あ
っ
た
。「
自
営
か
独
立
」
を
選

ん
だ
者
は
「
環
境
重
視
」
の
得
点
も
高
い
が
、

い
ろ
い
ろ
な
働
き
方
の
中
で
最
も
「
仕
事
重

視
」
で
あ
る
こ
と
は
男
性
と
同
様
の
結
果
で

あ
る
。「
複
数
の
会
社
を
経
験
」
を
選
ん
だ

女
性
は
、
仕
事
や
会
社
よ
り
も
環
境
を
重
視

し
て
お
り
、
こ
れ
は
、「
必
要
な
く
な
っ
た
ら

辞
め
る
／
特
に
働
き
た
く
な
い
」
を
選
ん
だ

者
と
同
じ
傾
向
で
あ
る
。
ま
た
、「
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
」
を
選
ん
だ
者
は
、
他
の
働
き

方
を
選
ん
だ
者
に
比
べ
て
、
最
も
「
環
境
」

を
重
視
し
て
お
り
、
最
も
「
会
社
」
を
重
視

し
て
い
な
い
。

　

以
上
、
希
望
す
る
働
き
方
に
よ
っ
て
ど
ん

な
条
件
が
重
視
さ
れ
る
の
か
を
見
た
と
こ
ろ
、

男
性
で
は
概
ね
仕
事
重
視
、
女
性
で
は
環
境

重
視
で
あ
る
な
ど
男
女
に
よ
っ
て
若
干
の
違

い
は
あ
る
が
、
共
通
点
と
し
て
は
、「
一
つ
の

会
社
で
継
続
」と
い
う
希
望
を
持
つ
者
は「
会

社
要
因
」
を
重
視
し
、「
自
営
か
独
立
」
を
選

ぶ
者
は
「
仕
事
要
因
」
を
重
視
し
て
い
る
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

就
業
経
験
の
あ
る
三
〇
歳
代
〜
六
〇
歳
代

を
対
象
と
し
て
職
業
選
択
に
関
わ
る
価
値
観

を
調
べ
た
結
果
は
、
性
別
に
よ
っ
て
も
年
代

に
よ
っ
て
も
就
職
先
を
選
ぶ
時
に
重
視
す
る

条
件
が
違
っ
た
り
、
望
ま
し
い
と
考
え
る
働

き
方
が
違
っ
た
り
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
中
高
年
齢
者
の
職
業
相
談
の
際

に
は
、
若
年
者
以
上
に
様
々
な
働
き
方
の
可

能
性
を
考
え
、
本
人
の
希
望
や
価
値
観
に
一

番
合
致
し
た
方
向
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
求
職
者
自
身

も
、
あ
る
程
度
の
職
業
経
験
を
積
ん
だ
後
、

そ
れ
か
ら
先
、
職
業
人
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア

図表 5 ●希望する働き方別にみた重視する要因間の関係

希望する働き方
重視する要因間の関係

男　　性 女　　性

1 つの会社で継続 会社＞仕事＆環境 環境＞会社＞仕事

複数の会社を経験 仕事＞環境（会社は中間で、どち
らの要因とも有意差なし） 環境＞仕事＆会社

自営か独立 仕事＞会社＆環境 仕事＆環境＞会社

パート・アルバイト 仕事、環境が会社より高め（傾向） 環境＞仕事＞会社

必要なくなったら辞め
る／特に働きたくない 有意差なし 環境＞仕事＆会社

※統計的な検定（分散分析）の結果、 5％で有意な差がある部分は＞で大小関係を示した。

図表 4 ●希望する働き方別にみた仕事、会社、環境重視に関する平均値
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／
独
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研
究･

研
修
機
構
主
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研
究
員
。

博
士
（
学
術
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主
な
著
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論
文
に
、「
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
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に
よ
る
職
業
適
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診
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シ

ス
テ
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利
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教
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〇
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理
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六
年
）
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ど
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を
ど
の
く
ら
い
の
期
間
ま
で
想
定
す
る
の
か
、

ま
た
、
そ
の
間
に
ど
ん
な
働
き
方
を
し
た
い

の
か
に
よ
っ
て
、
職
業
を
選
ぶ
た
め
の
条
件

や
視
点
も
変
わ
る
は
ず
で
あ
る
こ
と
を
再
認

識
す
る
必
要
が
あ
る
。
相
談
に
お
い
て
「
キ

ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
Ｍ
Ｃ
」
を
使
う
場
合
、

価
値
観
評
価
の
結
果
を
み
な
が
ら
、
将
来
に

向
け
た
働
き
方
や
生
き
方
を
含
め
て
、
求
職

者
の
希
望
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
話
を
展
開

さ
せ
て
み
る
の
も
一
つ
の
有
効
な
方
法
か
も

し
れ
な
い
。

〔
注
〕

　

中
高
年
齢
者
と
し
て
扱
わ
れ
る
一
般
的
な
年
齢
は

四
五
歳
以
上
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
年
代
に
よ
る
違

い
を
み
る
た
め
、
調
査
を
実
施
し
た
三
〇
歳
代
か
ら

の
デ
ー
タ
も
含
め
て
検
討
し
て
い
る
。
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【エッセイ】
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  石水喜夫／武石恵美子／立道信吾／永瀬伸子
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 西成田豊著『近代日本労働史――労働力編成の論理と実証』 山下　充
【論文Today】
 H. M. レビン／ Z．シュ、蒋世民
 「現代中国における高等教育卒業生就職難問題
 　―高等教育と労働市場との関わりからみる」 寺崎里水
【フィールド・アイ】
 政権交代とNLRB命令の変転 奥野　寿
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【提言】紛争解決の手続 遠藤賢治

【ディアローグ】労働判例この１年の争点 盛　誠吾
  森戸英幸
【論文（投稿）】
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 パートタイマーの基幹労働力化が賃金満足度に与える影響 島貫智行
　　　　――組織内公正性の考え方をてがかりに
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　　　　――1990年～2001年 田中藍子
【研究ﾉｰﾄ（投稿）】
 派遣労働者の基幹化とキャリア 清水直美
【書評】
 吉川徹著『学歴と格差・不平等――成熟する日本型学歴社会』 原　純輔
 佐藤厚編著『業績管理の変容と人事管理　
　　　　――電機メーカーにみる成果主義・間接雇用化』 久本憲夫
 戎野淑子著『労使関係の変容と人材育成』 藤村博之
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 移民労働者と移民法・労働法 奥野　寿
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